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問
題
の
所
在

　
『
発
心
集
』
は
、
蓮
胤
鴨
長
明
（
久
寿
二
年
﹇
１
１
５
５
﹈
か
〜
建
保
四
年
﹇
１
２
１
６
﹈）
が

晩
年
に
編
纂
し
た
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
伝
本
に
は
版
本
八
巻
と
写
本
五
巻
が
あ
り
、
前

者
の
慶
安
四
年
版
は
今
日
伝
存
の
諸
本
で
最
も
原
形
に
近
い
と
見
て
よ
い（（
（

。
し
か
し
、
幾

つ
か
の
箇
所
は
後
人
の
増
補
で
な
い
か
と
夙
に
疑
わ
れ
て
お
り
、
簗
瀬
一
雄
は
前
六
巻
の

偶
数
巻
末
と
後
二
巻
の
全
体
が
後
人
増
補
だ
と
す
る
説
を
唱
え
た（（
（

。

　

簗
瀬
説
は
一
定
の
支
持
を
得
た
が
、
後
に
異
論
も
生
じ
た
。
そ
の
た
め
今
日
で
は
、
巻

第
二
、
第
四
の
末
尾
は
後
人
増
補
だ
ろ
う
が
巻
第
六
の
末
尾
は
蓮
胤
真
作
だ
と
い
う
見
解

が
主
流
に
な
り
、
存
疑
箇
所
で
分
量
が
最
も
大
き
い
後
二
巻
の
真
偽
に
つ
い
て
は
説
が
分

か
れ
て
い
る
。『
発
心
集
』
に
お
け
る
後
人
増
補
の
箇
所
や
過
程
が
未
だ
明
ら
か
で
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
同
書
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
蓮
胤
の
研
究
に
と
っ
て
も
重
大
な
問
題
で

あ
る
。
前
六
巻
の
偶
数
巻
末
や
後
二
巻
の
全
体
に
つ
い
て
、
改
め
て
真
偽
を
検
証
す
べ
き

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

筆
者
は
旧
稿
で
、
巻
第
二
末
と
巻
第
六
末
が
専
修
念
仏
者
に
よ
る
裏
書
の
攙
入
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た（（
（

。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
残
る
巻
第
四
末
と
後
二
巻
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

巻
第
四
末
は
、
前
述
の
如
く
蓮
胤
の
真
作
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る

た
め
で
あ
ろ
う
か
、
十
分
に
注
目
さ
れ
て
い
な
い（（
（

。
し
か
し
本
稿
の
結
論
を
一
部
先
取
り

し
て
言
え
ば
、
巻
第
四
末
が
後
人
増
補
ら
し
い
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
に
着
目
す
る
こ
と
で
後

二
巻
も
ま
た
後
人
増
補
で
あ
る
こ
と
を
論
証
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
第
一
項
で
は
議
論
の
前
提
と
し
て
後
二
巻
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
第
二
項
で
は

本
稿
で
着
目
す
る
巻
第
四
末
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
整
理
す
る
。
そ
し
て
第
三
乃
至
第
五
項

で
は
、
偶
数
巻
末
以
外
の
前
六
巻
と
巻
第
四
末
、
後
二
巻
と
い
う
三
者
の
発
心
論
を
比
較

す
る
。
以
上
の
作
業
に
よ
っ
て
、
後
二
巻
は
後
人
が
当
時
の
前
六
巻
を
模
作
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
い
。

第
一
項
　
議
論
の
前
提

　

八
巻
本
の
後
二
巻
が
増
補
で
あ
る
こ
と
は
、
五
巻
本
な
ど
複
数
の
文
献
が
前
六
巻
と
重

複
す
る
も
の
の
後
二
巻
と
重
複
し
な
い
た
め
、
疑
い
な
い
。
問
題
は
、
後
二
巻
を
増
補
し

た
者
が
蓮
胤
か
後
人
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

後
二
巻
に
後
人
増
補
の
箇
所
が
あ
る
と
論
証
し
た
先
行
研
究
は
、
少
な
く
と
も
四
つ
あ

る
。
第
一
に
、
巻
第
八
第
十
四
話
「
下
山
僧
於w

川
合
社
前q

絶
入
事
」
で
は
神
が
、『
般

若
心
経
』
は
「
実
ノ
法
」
な
の
で
「
真0

経
」
で
も
あ
り
、「
イ謂
ハ
レ
深
コ

理ト
ハ
リ
」
な
の

で
「
深0

経
」
で
も
あ
り
、「
神
明
ノ
コ殊
ト
ニ
メ愛

デ
給
経
」
な
の
で
「
神0

経
」
で
も
あ
る
と

夢
告
し
て
い
る
（
二
六
オ
〜
ウ
）。
こ
れ
に
つ
い
て
小
林
芳
規
は
、「「
真
経
」
も
「
深
経
」

も
「
神
経
」
も
い
ず
れ
も
成
り
立
つ
と
い
う
背
景
に
は
、「
真
」「
深
」「
神
」
の
三
字
と

も
同
音
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
」
に
違
い
な
い
も
の
の
、
鎌
倉
前
期
ま
で
「
心
」「
深
」

の
ん0

は
唇
内
発
音
の
m
‐
ム
で
「
真
」「
神
」
の
そ
れ
は
舌
内
発
音
の
n
‐
ン
だ
と
い
う

使
い
分
け
が
あ
っ
た
た
め
、
説
話
の
成
立
時
期
は
「
m
と
n
と
が
音
韻
上
、
一
つ
に
な
っ

た
時
代
、
つ
ま
り
鎌
倉
後
期
、
溯
っ
て
も
鎌
倉
中
期
以
降
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指

摘
し
て
い
る（（
（

。
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第
二
に
、
巻
第
八
第
十
一
話
「
聖
梵
永
朝
離p

山
住w

南
都q

事
」
に
あ
る
「
彼
ア阿

呆
ハ
ウ
ノ
」

（
二
三
オ
）
と
い
う
罵
言
に
つ
い
て
、
松
本
修
は
「「
ア
ハ
ウ
」
は
、
16
世
紀
も
半
ば
に
な
っ

て
、
よ
う
や
く
京
都
で
定
着
し
た
言
葉
で
あ
っ
た
は
ず
だ
」、「
13
世
紀
初
頭
に
没
し
た
鴨

長
明
自
身
の
書
い
た
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（（
（

。

　

第
三
に
、
巻
第
八
第
十
四
話
の
跋
と
通
称
さ
れ
る
長
文
評
語
に
「
吾
国
ハ
昔
イ伊

弉

冉

ザ
ナ
ミ

イ伊

弉

諾

ザ
ナ
キ
ノ
尊
ヨ
リ
百
王
ノ
今

0

0

0

0

ニ
イ至
タ
ル
マ
デ
」（
二
八
オ
）
と
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
蓮
胤
没
年
の
前
後
は
皇
統
が
百
代
で
絶
え
る
と
い
う
百
王
思
想
が
流
行
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
同
時
代
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
（
藤
原
親
経
草
、
元
久
二
年
﹇
１

２
０
５
﹈
三
月
付
）
の
「
撰w

斯
一
集a
永
欲p

伝w

百
王

0

0q

」
で
も
慈
円
『
愚
管
抄
』
巻
第
七

の
「
百
王

0

0

ヲ
カ数
ゾ
フ
ル
ニ
イ今
マ
十
六
代
ハ
ノ残
コ
レ
リ
」（
三
四
二
頁
）
で
も
、
百
王
は
現
在

で
な
く
未
来
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
小
島
孝
之
は
、
蓮
胤
の
最
晩
年
が
第
八
十
四
第
順

徳
帝
の
御
宇
で
あ
っ
た
た
め
、「
百
代
ま
で
残
す
と
こ
ろ
十
六
代
、〔
…
〕
も
し
そ
れ
ほ
ど

の
隔
た
り
が
念
頭
に
あ
っ
た
ら
、
果
た
し
て
「
今
」
と
表
現
す
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
、

こ
の
成
立
時
期
は
九
十
代
以
上
と
な
っ
た
鎌
倉
後
期
以
降
で
な
い
か
と
疑
う（（
（

。

　

そ
し
て
第
四
に
、
巻
第
八
第
十
四
話
の
長
文
評
語
で
は
、
日
本
に
つ
い
て
「
久
ク
神
ノ

御
国
ト
シ
テ
、
其
加
護
ナ
ヲ
ア新
ラ
タ
ナ
リ
。〔
…
〕
イ

勢キ
ホ
ヒ
事
ノ
外
ナ
ル
国
々

サ
ヘ
随
ツ
ヽ
五
濁
乱
慢
ノ
イ卑
ヤ
シ
キ
モ
、
猶
大
乗
サ

盛
カ
リ
ニ
ヒ広
ロ
マ
リ
給
ヘ

リ
」（
二
八
オ
〜
ウ
）
と
述
べ
て
い
る
。
新
間
水
緒
は
、
こ
の
よ
う
な
自
国
優
越

の
神
国
思
想
は
蒙
古
襲
来
以
後
に
は
じ
め
て
出
現
す
る
も
の
で
あ
り
、「
お
そ

ら
く
元
寇
の
後
神
国
思
想
が
高
揚
し
た
時
期
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（（
（

」
と

推
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
四
つ
の
先
行
研
究
は
、
後
二
巻
に
蒙
古
襲
来
以
後
ま
た
は
戦
国
時
代

の
増
補
が
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
分
析
対
象
が
巻
第
八

の
後
方
に
偏
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
だ
け
で
は
後
二
巻
の
全
体
が
後
人
増
補
だ

と
も
、
巻
第
八
の
後
方
だ
け
が
後
人
増
補
だ
と
も
解
釈
で
き
て
し
ま
う（（
（

。

　

以
上
の
研
究
状
況
を
前
提
と
し
て
、
次
項
以
降
で
は
巻
第
四
末
に
着
目
し
、

後
二
巻
に
後
人
増
補
の
箇
所
が
散
在
し
て
お
り
全
体
が
後
人
増
補
で
あ
る
こ
と

を
論
証
す
る
。

第
二
項
　
巻
第
四
末

　

現
存
の
八
巻
本
に
お
い
て
、
巻
第
四
は
十
話
か
ら
成
る
。
し
か
し
、
同
巻
は
決
し
て
当

初
か
ら
十
話
で
一
定
し
て
い
た
の
で
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
五
巻
本
は
六
十
二
話
か
ら
成
り
、
そ
の
五
十
八
話
は
前
述
の
如
く
現
存
八
巻

本
の
前
六
巻
と
配
列
は
大
き
く
異
な
る
も
の
の
重
複
し
、
残
り
四
話
は
前
六
巻
に
な
い
独

自
説
話
で
あ
る
。
夙
に
簗
瀬
一
雄
は
、『
私
聚
百
因
縁
集
』
巻
第
九
に
あ
る
十
四
話
が
『
発

心
集
』
前
六
巻
か
ら
ほ
ぼ
そ
の
順
序
で
採
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
二
話
が
五

巻
本
の
独
自
説
話
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「『
私
聚
百
因
縁
集
』
の
編
者
の
見
た
『
発
心

集
』
は
、〔
…
〕
大
体
に
於
て
流
布
本
〔
八
巻
本
…
引
用
者
註
〕『
発
心
集
』
の
第
一
巻
か
ら

第
六
巻
に
至
る
説
話
と
更
に
神
宮
文
庫
本
〔
五
巻
本
…
同
前
〕
の
み
に
伝
へ
ら
れ
る
四
条
と

を
併
せ
持
ち
、
し
か
も
説
話
の
順
序
は
ほ
ゞ
流
布
本
の
如
き
も
の
で
あ
つ
た
ら
う（（（
（

」
と
推

定
し
た
。『
私
聚
百
因
縁
集
』
は
成
立
時
期
が
未
詳
で
あ
る（（（
（

が
、
同
じ
よ
う
な
対
応
関
係

は
弘
安
六
年
（
１
２
８
３
）
成
立
の
無
住
道
暁
『
沙
石
集
』
に
も
見
ら
れ
る（（（
（

。
す
な
わ
ち
、

晩
く
と
も
『
沙
石
集
』
成
立
以
前
の
あ
る
時
期
、
現
存
す
る
八
巻
本
の
前
六
巻
に
相
当
し

て
四
つ
の
独
自
説
話
も
含
ん
だ
『
発
心
集
』
が
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
抄
出
さ
れ
た
も
の
が

後人増補
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五
巻
本
や
『
沙
石
集
』
な
ど
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

山
口
真
琴
は
、
そ
の
内
容
や
『
私
聚
百
因
縁
集
』
で
の
順
序
か
ら
、
四
つ
の
独
自
説
話

が
位
置
し
て
い
た
箇
所
は
前
六
巻
の
巻
第
四
末
だ
っ
た
と
し
、
本
来
の
順
序
を
図
の
如
く

復
元
し
た（（（
（

。

　

蓮
胤
没
後
の
あ
る
時
期
に
前
六
巻
相
当
の
『
発
心
集
』
が
右
の
如
き
配
列
で
存
在
し
て

い
た
と
し
て
、
問
題
は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
蓮
胤
本
人
の
作
と
見
て
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
浅
見
和
彦
は
、
八
巻
本
の
巻
第
四
第
十
話
「
詣w

日
吉
社q

僧
取-w

奇棄
イ

死
人q

事
」
と

い
う
神
明
説
話
は
前
後
の
説
話
と
の
脈
絡
が
理
解
し
難
く
、
前
の
第
九
話
「
武
州
入
間
河

沈
水
事
」
で
終
わ
り
そ
の
次
が
巻
第
五
第
一
話
「
唐
房
法
橋
発
心
事
」
と
な
っ
て
は
じ
め

て
不
審
が
解
消
す
る
と
し
た（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
巻
第
四
は
第
九
話
「
武
州
入
間
河
沈
水
事
」

ま
で
が
蓮
胤
真
作
で
あ
り
、
後
人
が
五
話
を
増
補
し
て
そ
の
前
一
話
が
残
存
し
後
四
話
が

脱
落
し
た
と
の
説
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
後
人
増
補
の
五
話
を
「
巻
第
四
末
」
と
称
す

る
。

　

巻
第
四
末
は
前
後
説
話
と
の
脈
絡
だ
け
で
な
く
、
説
話
内
容
か
ら
も
蓮
胤
真
作
と
見
得

な
い
。
山
口
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
八
巻
本
の
巻
第
四
第
十
話
「
詣w

日
吉
社q

僧
取-w

奇棄
イ

死
人q

事
」
と
そ
の
次
話
で
あ
っ
た
ろ
う
五
巻
本
の
巻
第
四
第
三
話
「
侍
従
大
納
言
ノ
家

ニ
山
王
不
浄
ノ
咎
メ
ノ
事
」
は
、
日
吉
十
禅
師
が
不
浄
を
許
す
か
咎
め
る
か
し
た
も
の
で

あ
り
、「
両
話
の
間
に
は
物
忌
み
を
め
ぐ
る
神
明
譚
と
い
う
共
通
性
が
あ
り
、
ま
た
〔
…
〕

対
照
性
も
認
め
ら
れ
る（（（
（

」。
し
か
も
両
話
に
共
通
す
る
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、『
発
心
集
』

の
主
題
で
あ
る
道
心
の
有
無
や
往
生
の
成
否
を
問
題
に
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
前
者
に
は
「
世
ニ
ア
リ
侘
テ
、
京
ヨ
リ
日
吉
ノ
社
ヘ
百
日
マ参
イ
ル
」（
二
一
ウ
）
僧
が

登
場
す
る
も
の
の
、
往
生
を
願
っ
て
い
た
と
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
話
末
評
語
で

も
「
其
後
、
コ事
ト
ニ
フ触

レ
テ
利
生

0

0

ト
オ覚
ボ
ユ
ル
事
オ多
ホ
カ
リ
ナ
ン
ト
ゾ
」（
二
四
オ
）
と
さ

れ
る
の
み
で
、
現
世
利
益
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
後
者
で
は
、
不
浄
を
憚

ら
な
か
っ
た
南
都
の
堪
秀
已
講
と
病
床
の
藤
原
成
通
が
咎
め
ら
れ
る
の
み
で
、
や
は
り
病

気
平
癒
の
成
否
と
い
う
現
世
利
益
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
第
四
末
の
五
説
話
は
雑
然
と
し
て
お
り
、
日
吉
山
王
と
新
羅
明
神
と
い
う
天
台
宗
守

護
神
の
讃
仰
以
外
に
共
通
の
思
想
を
見
出
し
難
い
。
恐
ら
く
巻
第
四
末
は
、
山
僧
が
蓮
胤

『
発
心
集
』
の
趣
旨
や
第
九
話
ま
で
の
展
開
と
の
整
合
を
考
慮
せ
ず
に
増
補
し
た
も
の
で

あ
ろ
う（（（
（

。
新
間
も
、「
も
し
こ
れ
が
長
明
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
賀
茂
社

の
話
な
ら
ま
だ
し
も
日
吉
社
の
話
を
ま
と
め
て
こ
こ
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は

な
い
よ
う
に
思
う（（（
（

」
と
し
て
、
巻
第
四
末
を
後
人
増
補
と
見
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
八
巻
本
の
巻
第
四
末
す
な
わ
ち
第
十
話
と
独
自
四
説
話
は
蓮
胤
没
後
に

後
人
が
増
補
し
た
も
の
で
あ
り
、
思
想
も
蓮
胤
の
そ
れ
と
合
致
し
な
い
。

第
三
項
　
質
直

　

こ
の
巻
第
四
末
で
筆
者
が
着
目
し
た
い
の
は
、
質
直
の
心
へ
の
理
解
で
あ
る
。

　

後
人
増
補
の
疑
い
が
な
い
偶
数
巻
末
以
外
の
前
六
巻
七
十
二
話
で
、「
質
直
」
の
用
例

は
巻
第
三
第
八
話
「
蓮
花
城
入
水
事
」
に
一
つ
だ
け
見
え
る
。
蓮
花
城
と
い
う
聖
は
往
生

の
た
め
入
水
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
直
前
に
な
り
怯
ん
で
し
ま
う
。
か
と
言
っ
て
衆
目
の

前
で
止
め
る
こ
と
も
出
来
ず
、
そ
の
ま
ま
入
水
し
て
「
云
甲
斐
ナ
キ
死
ニ
」（
一
六
オ
）
を

遂
げ
、
物
の
怪
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
蓮
胤
は
斯
く
評
す
る
。

人
ノ
心
ハ測
カ
リ
ガ難
タ
キ
物
ナ
レ
バ
、
必
シ
モ
清
浄
質
直
ノ
心

0

0

0

0

0

0

ヨ
リ
モ
ヲ起

コ
ラ
ズ
、
或

ハ
勝
他
名
聞

0

0

0

0

ニ
モ
住
シ
、
或
ハ
憍
慢
嫉
妬

0

0

0

0

ヲ
モ本
ト
ヽ
シ
テ
、
ヲ愚
ロ
カ
ニ
「
身
燈
入
海

ス
ル
ハ
浄
土
ニ
生
ル
ヽ
ゾ
」
ト
計
シ知

リ
テ
、
心
ノ
ハ逸
ヤ
ル
マ
ヽ
ニ
加
様
ノ
行
ヲ
思
立

事
シ
侍
リ
ナ
ン
。
即
外
道
ノ
苦
行
ニ
ヲ同
ナ
ジ
、
大
ナ
ル
邪
見
ト
云
ベ
シ
。

 

（
一
六
ウ
〜
七
オ
）

人
は
必
ず
し
も
清
浄
質
直
の
心
に
よ
ら
ず
、
勝
他
名
聞
や
憍
慢
嫉
妬
の
心
に
よ
っ
て
、
身

燈
入
海
す
れ
ば
浄
土
に
生
れ
る
と
考
え
て
こ
の
よ
う
な
行
を
企
て
る
。
こ
れ
で
は
外
道
の

苦
行
と
同
じ
で
、
大
い
な
る
邪
見
だ
、
と
い
う
。

　

そ
も
そ
も
清
浄
質
直
は
、
後
述
の
如
く
『
法
華
経
』
な
ど
に
由
来
し
、
先
行
用
例
と
し

て
鎮
源
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
巻
中
第
七
十
八
条
「
覚
念
法
師
」（
長
久
年
間
﹇
１
０

４
０
〜
４
４
﹈
成
立
）
の
「
其
心
清
浄

0

0

、
質
直

0

0

柔
和
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
三
好
為
康
『
拾

遺
往
生
伝
』
巻
上
序
（
嘉
承
二
年
﹇
１
１
０
７
﹈
〜
天
仁
二
年
﹇
０
９
﹈
成
立
）
で
は
、「
便
知
、

質
直

0

0

之
心
、
往
生
之
門
也
。
経
云
、「
柔
和
質
直

0

0

者
、
即マ

マ

皆
見w

我
身q

」、
恐
此
之
謂
歟
」

と
し
て
質
直
が
殊
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
し
か
し
『
発
心
集
』
で
は
、
偶
数
巻
末
以
外

の
前
六
巻
七
十
二
話
で
用
例
が
一
つ
し
か
な
く
、
右
の
巻
第
三
第
八
話
で
も
悪
心
で
な
く

善
心
だ
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
複
数
あ
る
善
心
で
最
も
善
い
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
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で
な
い
。
恐
ら
く
蓮
胤
は
、
勝
他
名
聞
や
憍
慢
嫉
妬
を
弾
指
す
る
た
め
『
法
華
経
』
や
先

行
往
生
伝
に
あ
る
「
清
浄
質
直
」
に
言
及
し
た
の
み
で
、
こ
れ
を
殊
に
は
重
ん
じ
て
い
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
後
人
が
巻
第
四
末
に
増
補
し
た
と
推
定
さ
れ
る
五
巻
本
巻
第
四
第
二
話
「
或
ル

禅
尼
ニ
山
王
ノ
御
詫託

カ

宣
ノ
事
」
に
は
、
こ
れ
と
大
き
く
異
な
る
発
心
論
が
あ
る
。
同
話
で

光
明
寺
の
老
尼
に
憑
依
し
た
日
吉
山
王
は
、
奈
良
の
不
信
の
僧
か
ら
往
生
の
業
を
問
わ

れ
、
次
の
如
く
託
宣
す
る
。

「
詮
ス
ル
所
ハ
、
行
ハ
何
レ
ニ
テ
モ
有
リ
ナ
ン
。〔
…
〕
但
シ
、
其
ノ
中
ニ
何
レ
ノ

行
ニ
モ
亘
リ
テ
、
必
ス
具
ス
ヘ
キ
事
二
ツ
有
リ
。〔
…
〕
二
ツ
ノ
事
ト
云
フ
ハ
、
慈0

悲0

ト
質
直

0

0

ト
也
。
是
ヲ
具
セ
ザ
レ
バ
、
縦
ヒ
何
レ
ノ
行
ヲ
勤
レ
ド
モ
、
往
生
ヲ
遂
ン

事
極
メ
・テ

カ

難
シ
。〔
…
〕
若
シ
二
ヲ
具
ス
ル
事
猶
ヲ
カ難
タ
ク
ハ
、
セ
メ
テ
ハ
慈
悲
ハ

0

0

0

0

0

0

0

愚
カ
也
ト
モ

0

0

0

0

0

、
質
直
ナ
ラ
ン
ト
思
ヘ

0

0

0

0

0

0

0

0

。
心0

ウ
直ル

ワ
シ0

カ
ラ
ズ
シ
テ
浄
土
ニ
生
レ
ン
事

ハ
、
如
何
ニ
モ
有
ル
マ
ジ
キ
」
ト
ゾ
宣
ヒ
ケ
ル
。 

（
四
ウ
〜
五
オ
）

何
れ
の
行
に
よ
っ
て
も
往
生
で
き
る
が
、
必
ず
慈
悲
と
質
直
を
具
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
往
生
は
極
め
て
難
し
く
な
る
。
た
だ
し
兼
備
す
る
こ
と
が
難
し
け
れ

ば
、
慈
悲
が
疎
か
で
も
質
直
で
あ
ろ
う
と
思
え
。
心
が
直

う
る
わ
し
く（（（
（

な
け
れ
ば
浄
土
往
生
は
有

り
得
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
。
そ
し
て
同
話
の
話
末
評
語
で
は
斯
く
も
述
べ
ら
れ
る
。

此
ノ
事
、
仏
ノ
御
教
ヘ
ニ
叶
テ
、
目
出
度
侍
ヘ
リ
。
然
レ
ハ
則
チ
『
維
摩
経
』
ニ
ハ

「
直
心
是
浄
土
」
ト
説
キ
給
フ
。
円
融
ノ
妙
経
ニ
ハ
「
質
直

0

0

意
柔
軟
」
ト
モ
、
又
ハ
「
柔

和
質
直

0

0

者
」
ト
モ
宣
ヘ
玉給

ヘ
リ
。
心0

ウ
直ル
ワ
シ
カ
ラ
ン

0

0

0

0

者
ノ
仏
ヲ
見
ヘ
キ
由
ヲ
、
寿

量
品
ノ
偈
ノ
僅
カ
ニ
一
枚
計
リ
ナ
ル
ニ
二
ケ
所
マ
テ
教
ヱ
給
ヘ
リ
。
自
我
偈
ト
テ
、

諸
神
ノ
メ愛

デ
給
フ
モ
思
ヒ
合
セ
ラ
レ
テ
、
貴
ク
侍
ヘ
リ
。 

（
五
オ
〜
ウ
）

こ
の
託
宣
は
仏
の
教
え
に
も
合
致
し
て
お
り
、『
法
華
経
』
寿
量
品
第
十
六
に
は
「
質
直

意
柔
軟
」「
柔
和
質
直
者
」
と
あ
っ
て
、
心
の
直
し
い
者
が
仏
を
見
る
と
二
箇
所
で
説
か

れ
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
本
来
は
巻
第
四
末
に
あ
っ
た
ろ
う
五
巻
本
巻
第
四
第

二
話
で
は
、
質
直
す
な
わ
ち
直
し
い
心
が
往
生
を
遂
げ
る
た
め
に
最
も
重
要
だ
と
さ
れ
て

い
る（（（
（

。

　

巻
第
四
末
が
後
人
増
補
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
質
直
へ
の
評
価
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら

れ
る
。
仮
に
前
六
巻
全
体
が
蓮
胤
真
作
だ
と
す
る
と
、
当
初
質
直
を
殊
に
は
重
ん
じ
て
い

な
か
っ
た
が
、
巻
第
四
末
で
突
如
こ
れ
を
極
め
て
重
ん
じ
、
巻
第
五
、
第
六
で
は
再
び
質

直
に
言
及
し
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
理
解
不
能
で
あ
る
。

第
四
項
　
直
し
い
心

　

前
項
で
見
た
如
く
巻
第
四
末
で
は
「
質
直
」
が
「
心
ウ

直ル
ワ
シ
」
と
も
換
言
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
巻
第
四
末
以
外
の
前
六
巻
に
全
く
見
え
な
い
。「
ウ
ル
ハ
シ
」

の
語
は
、
蓮
胤
の
前
六
巻
で
「
行
ヒ
ノ
具
ウ

端ル
ハ
シ
ク

0

0

ヲ置

キ
」（
巻
第
一
第
十
一
話
「
高
野
辺

上
人
偽
儲w

妻
女q

事
」、
二
六
オ
）
や
「
衣
袈
裟
ウ

端ル
ハ
シ
ク

0

0

着
テ
」（
巻
第
四
第
一
話
「
三
昧
座

主
弟
子
得w

『
法
華
経
』
験q

事
」、
二
ウ
）
の
如
く
、
す
べ
て
仏
具
や
装
束
を
端
麗
に
物
す
る

こ
と
の
形
容
の
み
に
用
い
ら
れ
、
重
要
な
意
味
も
な
か
っ
た
。

　

蓮
胤
に
よ
る
偶
数
巻
末
以
外
の
前
六
巻
と
後
人
に
よ
る
巻
第
四
末
の
二
者
を
比
較
す
る

と
、
前
者
で
「
質
直
」
の
用
例
は
、
勝
他
名
聞
や
憍
慢
嫉
妬
と
対
照
さ
せ
た
も
の
が
一
つ

あ
る
だ
け
で
さ
ほ
ど
重
ん
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
直
し
い
心
と
換
言
す
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
他
方
、
後
者
で
は
質
直
を
直
し
い
心
と
換
言
し
つ
つ
極
め
て
重
ん
じ
て
お
り
、

こ
れ
が
な
け
れ
ば
往
生
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
す
る
。
両
者
の
質
直
理
解
は
大
き
く
異
な
っ

て
い
た
。

　

そ
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
発
心
論
が
後
二
巻
で
混
在
融
合
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
二
巻
の
巻
第
七
第
三
話
「
中
将
雅
通
持w

『
法
華
経
』q

往
生
事
」

と
巻
第
八
第
十
一
話
「
聖
梵
永
朝
離p

山
住w

南
都q

事
」
の
評
語
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

如
く
あ
る
。

只
、
何
ノ
行
ナ
リ
ト
モ
心0

ウ
直ル

ハ
シ
ク

0

0

シ
テ
、
其
上
ニ
願
ヲ
発
シ
功
ヲ
ツ積

ム
ベ
キ
ニ

コ
ソ
。 

（
五
オ
）

ウ
タ
テ
キ
心
ヲ
持
タ
ル
故
ニ
、
智
者
ト
イ
フ
ト
モ
其
験
モ
ナ
シ
。〔
…
〕
何
ノ
智
慧

モ
ツ勤
ト
メ
モ
、
心0

ウ
直ル
ハ
シ
ク

0

0

テ
其
上
ノ
事
也
。 

（
二
二
ウ
〜
二
三
オ
）

如
何
な
る
勤
行
も
智
慧
も
、
す
べ
て
心
の
直
し
い
こ
と
が
前
提
だ
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う

に
、
後
二
巻
で
「
ウ

直ル
ハ
シ
」
は
す
べ
て
心
の
形
容
の
み
に
用
い
ら
れ
、
し
か
も
心
を
直

し
く
す
る
こ
と
が
殊
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

後
二
巻
で
直
し
い
心
が
何
を
意
味
す
る
か
は
、
巻
第
八
第
三
話
「
仁
和
寺
西
尾
上
人
依w

我
執q

焼p

身
事
」
の
話
末
評
語
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
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上
人
ノ
身
命
ヲ
捨
シ
モ
、
勝
他
名
聞

0

0

0

0

ヲ
先
ト
ス
。
貧
者
ガ
財
宝
ヲ
ヌ盗
ス
メ
ル
モ
、
清0

ク0

ウ
直ル
ハ
シ
キ
心

0

0

0

ア
リ
。 

（
八
オ
）

「
ウ

直ル
ハ
シ
キ
心
」
は
「
清
ク
」
と
の
形
容
が
加
え
ら
れ
、
し
か
も
「
勝
他
名
聞
」
と
対

照
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
八
巻
本
巻
第
三
第
八
話
「
蓮
花
城
入
水
事
」
の
「
必

シ
モ
清
浄
質
直
ノ
心

0

0

0

0

0

0

ヨ
リ
モ
ヲ起

コ
ラ
ズ
、
或
ハ
勝
他
名
聞

0

0

0

0

ニ
モ
住
シ
、
或
ハ
憍
慢
嫉
妬
ヲ

モ本
ト
ヽ
シ
テ
」（
前
掲
）
と
い
う
文
と
、
同
本
巻
第
四
末
「
或
ル
禅
尼
ニ
山
王
ノ
御
詫託

カ

宣
ノ

事
」
の
「
心0

ウ
直ル
ワ
シ0

カ
ラ
ズ
シ
テ
浄
土
ニ
生
レ
ン
事
ハ
、
如
何
ニ
モ
有
ル
マ
ジ
キ
」「
心0

ウ
直ル
ワ
シ
カ
ラ
ン

0

0

0

0

者
ノ
仏
ヲ
見
ベ
キ
由
」（
同
前
）
と
い
う
文
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
（
（（
（

。
な
お
、
後
二
巻
に
「
質
直
」
の
用
例
は
全
く
な
い
。

第
五
項
　
法
滅
の
菩
提
心
と
無
極
の
道
心

　

同
じ
よ
う
な
三
者
関
係
は
、
質
直
な
ど
だ
け
で
な
く
菩
提
心
な
ど
に
つ
い
て
も
見
出
し

得
る
。

　

夙
に
野
村
八
良
が
『
発
心
集
』
の
解
題
で
「
発
心
と
は
言
ふ
迄
も
な
く
発
菩
提
心
の
義

な
り（（（
（

」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
蓮
胤
の
所
謂
「
発
心
」
と
は
菩
提
心
の
発
起
だ
と
考
え

ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
「
菩
提
心
」
と
「
道
心
」
が
同
一
原
語
の
異
訳
だ
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
し
た
理
解
で
あ
る
が
、
川
内
教
彰
は
摂
関
院
政
期
の
仏
典
や
往
生
伝
、
仏
教
説
話

な
ど
を
調
査
し
、「
経
典
や
論
疏
で
は
「
菩
提
心
」
が
、
仏
教
説
話
集
で
は
「
道
心
」
が

往
生
浄
土
の
要
件
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る（（（
（

」
と
指
摘

し
て
い
る
。
そ
し
て
偶
数
巻
末
以
外
の
前
六
巻
で
「
道
心
」
は
地
の
文
に
十
一
例
、
会
話

文
に
三
例
あ
る
が
、「
菩
提
心
」
は
巻
第
六
第
十
三
話
「
上
東
門
院
女
房
住w

深
山q
事
〈
厭w

穢
土q

欣w

浄
土q

事
〉」
の
会
話
文
に
一
例
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
蓮
胤
『
発
心
集
』
で
発

起
す
べ
き
心
と
し
て
頻
出
す
る
の
は
道
心
で
あ
る
。

　

後
人
が
巻
第
四
末
に
増
補
し
た
ら
し
い
五
巻
本
の
巻
第
三
第
六
話
「
新
羅
大
明
神
僧
ノ

発
心
ヲ
悦
ヒ
給
フ
事
」
で
は
、
焼
き
討
ち
さ
れ
た
寺
門
の
僧
が
痛
歎
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

夢
に
新
羅
明
神
が
現
れ
て
斯
く
宣
し
た
と
い
う
。

「〔
…
〕
今
度
ノ
僧
侶
ノ
中
ニ
、
此
ノ
処
ノ
ナ
レ
ル
様
ヲ
見
テ
忽
ニ
法
滅
ノ
菩
提
心

0

0

0

0

0

0

ヲ
起
テ
、
無
極
ノ
道
心

0

0

0

0

0

ヲ
堅
メ
タ
ル
僧
一
人
有
リ
。
必
ス
往
生
ヲ
遂
テ
、
早
ク
仏
果

ニ
到
リ
ナ
ン
ト
ス
。
是
レ
大
キ
ナ
ル
悦
ヒ
也
」
ト
宣
ヘ
給
フ
。 

（
七
二
オ
〜
ウ
）

会
話
文
で
「
菩
提
心
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
不
審
と
す
る
に
足
ら
な
い
が
、

こ
の
「
法
滅
ノ
菩
提
心
」
は
蓮
胤
没
前
に
用
例
の
稀
な
天
台
教
学
の
語
で
あ
る（（（
（

。

　

新
羅
明
神
説
話
の
初
出
ら
し
い
「
園
城
寺
覚
基
僧
都
記
」
は
完
伝
し
て
い
な
い
た
め
、

巻
第
四
末
の
所
謂
「
法
滅
ノ
菩
提
心
」
が
同
記
で
如
何
に
表
現
さ
れ
て
い
た
か
は
明
ら
か

で
な
い
。
し
か
し
、
蓮
胤
晩
年
成
立
の
源
顕
兼
『
古
事
談
』
巻
第
五
第
卅
七
話
は
「
道
心
」

と
し
て
い
る
た
め
、「
園
城
寺
覚
基
僧
都
記
」
で
も
「
道
心
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

巻
第
四
末
の
増
補
者
は
、
依
拠
文
献
に
あ
っ
た
ろ
う
「
道
心
」
を
天
台
教
理
で
裏
付
け
た

く
て
「
法
滅
ノ
菩
提
心
」
と
改
め
た
に
違
い
な
い
。

　
『
発
心
集
』
前
六
巻
か
ら
継
受
し
た
『
沙
石
集
』
巻
第
一
第
七
話
の
新
羅
明
神
説
話
「
神

明
道
心
ヲ
貴
ビ
給
フ
事
」
は
、「
法
滅
ノ
菩
提
心
」
が
一
般
読
者
に
は
難
解
だ
か
ら
で
あ

ろ
う
、
平
易
に
「
真
実
ノ
菩
提
心
」
と
し
て
い
る
。
道
暁
も
改
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
「
法

滅
ノ
菩
提
心
」
と
い
う
難
解
な
教
理
用
語
を
、
蓮
胤
が
用
い
た
と
は
極
め
て
考
え
難
い
。

ま
た
、
通
常
の
道
心
と
は
異
な
る
道
心
を
暗
示
す
る
「
無
極
ノ
道
心
」
も
、
や
は
り
蓮
胤

に
よ
る
も
の
と
見
難
い
語
彙
選
択
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
巻
第
四
末
の
「
法
滅
ノ
菩
提
心
」「
無
極
ノ
道
心
」
は
、
偶
数
巻
末
以
外
の
前

六
巻
に
全
く
見
え
な
い
も
の
の
、
後
二
巻
の
地
の
文
に
一
例
ず
つ
見
え
る
。
巻
第
八
第
七

話
「
或
武
士
母
怨p

子
頓
死
事
〈
法
勝
寺
執
行
頓
死
事
、
雖w

末
代q

不p

可w

卑
下q

事
〉」
は
、
法

勝
寺
の
九
重
の
塔
が
焼
亡
し
て
同
寺
の
執
行
が
悲
歎
に
堪
え
ず
絶
入
命
終
し
た
こ
と
を

「
是
法
滅
ノ
菩
提
心

0

0

0

0

0

0

ノ
ツ強
ヨ
ク
発
ル
ナ
ル
ベ
シ
」（
一
五
オ
）
と
評
し
、
巻
第
七
第
五
話
「
太

子
御
墓
覚
能
上
人
好w

管
絃q

事
」
は
慶
滋
保
胤
に
つ
い
て
「
カ
レ
ハ
無
極
ノ
道
心

0

0

0

0

0

者
ナ
レ

バ
、
臨
終
ニ
他
念
マ交
ジ
ハ
リ
ケ
ム
事
、
ゲ
ニ
ト
モ
覚
ヘ
ズ
」（
一
五
オ
）
と
評
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
後
二
巻
で
は
、
整
合
す
る
こ
と
の
な
い
偶
数
巻
末
以
外
の
前
六
巻
と
巻
第

四
末
の
思
想
が
広
く
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
成
立
し
得
る
唯
一
の
解
釈
は
、
後
二
巻
が
後
人

の
模
作
だ
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
後
人
は
山
僧
が
加
え
た
巻
第
四
末
の
五

つ
の
天
台
宗
守
護
神
説
話
も
蓮
胤
真
作
だ
と
誤
認
し
、
六
巻
全
体
を
模
倣
し
て
二
巻
を
偽

作
し
た
、
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
後
二
巻
に
混
在
す
る
巻
第
四
末
の
語
彙
や
思
想
は
、

こ
れ
が
蓮
胤
真
作
に
偽
装
さ
れ
た
後
人
模
作
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

前
掲
の
も
の
を
含
め
て
、『
発
心
集
』
の
前
六
巻
と
後
二
巻
で
は
文
章
表
現
の
類
似
し

た
箇
所
が
表
の
如
く
複
数
あ
る
。
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こ
れ
を
新
間
は
、「
巻
六
以
前
と
巻
七
以
降
は
質
的
に
同
一
の
も
の
が
あ
る
」
と
い
う

「
推
定
を
補
強
す
る
も
の
」
と
見
る（（（
（

。
し
か
し
、
類
似
は
必
ず
し
も
蓮
胤
本
人
が
後
二
巻

を
増
補
し
た
証
拠
と
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
も
ま
た
後
人
が
後
二
巻
を
蓮
胤
真
作
と
偽
装
す
る

た
め
に
施
し
た
模
倣
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
結
　
語

　

以
上
本
論
で
は
、
八
巻
本
『
発
心
集
』
巻
第
四
末
の

思
想
な
ど
に
着
目
し
、
後
二
巻
が
後
人
の
模
作
で
あ
る

こ
と
を
論
証
し
た
。

　

今
日
伝
存
の
八
巻
本
『
発
心
集
』
の
巻
第
四
は
第
十

話
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
五
巻
本
や
『
沙
石
集
』
な
ど

と
の
比
較
に
よ
り
、
蓮
胤
没
後
の
あ
る
時
期
、
末
尾
に

五
巻
本
の
独
自
四
説
話
が
あ
り
凡
そ
十
四
話
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
巻
第
四
末
す
な
わ
ち
第
十
乃

至
第
十
四
話
の
五
話
は
、
直
し
い
心
を
極
め
て
重
ん
じ

法
滅
の
菩
提
心
と
い
う
天
台
教
理
の
語
を
用
い
る
な
ど

し
て
お
り
、
明
ら
か
に
蓮
胤
の
作
で
な
い
。
巻
第
四
末

は
恐
ら
く
山
僧
が
、
蓮
胤
の
発
心
論
な
ど
を
考
慮
せ
ず

に
増
補
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

巻
第
四
末
の
思
想
は
偶
数
巻
末
以
外
の
前
六
巻
の
そ

れ
と
大
き
く
異
な
る
が
、
後
二
巻
で
は
両
者
が
混
在
融

合
し
て
い
る
。
こ
れ
は
蓮
胤
『
発
心
集
』
巻
第
四
の
末

尾
に
山
僧
が
五
説
話
を
増
補
し
た
後
、
そ
れ
ら
す
べ
て

を
蓮
胤
の
作
だ
と
誤
認
し
た
別
の
後
人
が
前
六
巻
を
模

倣
し
、
後
二
巻
を
増
補
し
た
た
め
だ
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
し
て
後
二
巻
の
増
補
後
、
五
話
の
後
四
話
は

巻
第
四
末
か
ら
脱
落
し
増
補
前
に
抄
出
さ
れ
た
五
巻
本

な
ど
に
保
存
さ
れ
た
。

註
本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
適
宜
字
体
と
句
読
を
改
め
、
訓

点
や
傍
点
、
傍
記
、
括
弧
、
頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
き
、
割
註
を
山
括
弧
で
示
し
た
。

『
発
心
集
』
慶
安
四
年
版
（
八
巻
本
）
…
鴨
長
明
全
集
（
貴
重
本
刊
行
会
）。
同
山
鹿
文
庫
本
（
五

巻
本
）
…
神
田
邦
彦
『
山
鹿
文
庫
本
発
心
集
│
│
影
印
と
翻
刻
付
解
題
│
│
』（
新
典
社
、
２
０
１

*

* * *
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６
）。『
大
鏡
』、『
愚
管
抄
』、『
沙
石
集
』
…
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）。『
源
氏
物
語
』、『
古

事
談
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）。『
法
華
経
并
阿
弥
陀
経
釈
』

…
阿
部
泰
郎
「
中
世
宗
教
思
想
文
献
の
研
究
（
二
）
│
│
宗
性
写
・
澄
憲
草
『
法
華
経
并
阿
弥
陀
経

釈
』
解
題
と
翻
刻
│
│
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
文
学
四
四
、
１
９
９
８
）。『
色
葉
字

類
抄
』
黒
川
本
…
中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
共
編
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
│
│
本
文
・
索

引
編
│
│
』（
風
間
書
房
、
初
刊
１
９
６
４
）。『
常
光
国
師
語
録
』、『
菩
薩
地
持
経
』、『
摩
訶
止
観
』

…
大
正
新
修
大
蔵
経
（
大
正
一
切
経
刊
行
会
）。

（
1
）　

永
積
安
明
「
長
明
発
心
集
考
」（﹇
初
出
１
９
３
３
﹈、『
中
世
文
学
論
』
鎌
倉
時
代
篇
﹇
改
版
﹈、

日
本
評
論
社
、
１
９
４
６
﹇
初
版
１
９
４
４
﹈）
な
ど
参
照
。

（
2
）　

簗
瀬
一
雄
「
発
心
集
研
究
序
説
」（﹇
初
出
１
９
３
８
﹈、『
発
心
集
研
究
』﹇『
簗
瀬
一
雄
著
作
集
』

三
﹈、
加
藤
中
道
館
、
１
９
７
５
）
参
照
。

（
3
）　

拙
稿
「『
発
心
集
』
後
人
裏
書
攙
入
説
│
│
巻
第
六
末
の
思
想
な
ど
に
着
目
し
て
│
│
」、
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四
、
２
０
１
６
。

（
4
）　

山
部
和
喜
は
、
現
在
の
『
発
心
集
』
研
究
で
五
巻
本
が
殆
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
と
し
、
そ

の
理
由
を
「
本
文
が
後
代
的
特
徴
を
持
ち
、
説
話
配
列
も
流
布
本
に
比
し
て
穏
当
で
は
な
い
、
乱

れ
て
い
る
と
さ
れ
た
た
め
に
、
よ
り
原
態
に
遡
及
す
る
と
い
う
方
向
で
進
め
ら
れ
て
き
た
『
発
心

集
』
研
究
に
お
い
て
は
、
さ
ほ
ど
有
効
性
を
持
ち
え
な
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
」

と
推
測
す
る
（「
神
宮
文
庫
本
『
発
心
集
』
の
構
成
」﹇
第
一
章
、
初
出
１
９
９
２
﹈、『
発
心
集
新

考
』、
お
う
ふ
う
、
２
０
１
２
、
五
頁
）。
八
巻
本
の
巻
第
四
末
も
こ
れ
と
同
じ
研
究
状
況
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）　

小
林
芳
規
「
心
経
│
│
発
心
集
増
補
部
の
撰
者
に
つ
い
て
の
国
語
史
よ
り
の
提
言
│
│
」、『
汲

古
』
九
、
１
９
８
６
、
一
一
、
一
五
頁
。
た
だ
し
小
林
は
、
角
筆
文
献
の
分
析
か
ら
「
近
畿
圏
に

お
い
て
も
、
規
範
外
の
言
語
場
で
は
、
院
政
時
代
に
既
に
m
と
n
と
の
音
韻
の
別
が
失
わ
れ
て
い

た
こ
と
も
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
九
頁
）
と
し
て
断
定
を
避
け
る
が
、
蓮
胤
生
前

の
京
師
で
神
の
夢
告
と
し
て
語
ら
れ
る
ほ
ど
に
音
韻
の
同
化
が
進
ん
で
い
た
と
は
考
え
難
い
。

（
6
）　

松
本
修
『
全
国
ア
ホ
・
バ
カ
分
布
考
│
│
は
る
か
な
る
言
葉
の
旅
路
│
│
』、
新
潮
社
、
１
９

９
６
（
初
刊
１
９
９
３
）、
四
一
一
、
四
一
五
頁
。

（
7
）　

小
島
孝
之
「『
撰
集
抄
』
の
神
明
説
話
」（
第
三
部
第
二
章
、
初
出
１
９
９
７
）、『
中
世
説
話
集

の
形
成
』、
若
草
書
房
、
１
９
９
９
、
二
九
七
頁
。
ま
た
狩
野
一
三
「『
発
心
集
』
跋
文
考
」（
古

代
中
世
文
学
論
考
刊
行
会
編
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
九
、
新
典
社
、
２
０
０
３
、
二
五
一
〜
二

頁
）
参
照
。
な
お
伊
東
玉
美
は
、「
百
王
ノ
今
」
に
つ
い
て
「
代
々
の
王
が
続
い
て
今
日
に
至
る

ま
で
、
と
い
う
、
文
飾
と
し
て
の
「
百
王
」
と
捉
え
て
問
題
が
な
い
と
思
う
」
と
す
る
（「
流
布

本
『
発
心
集
』
跋
文
考
」、『
国
語
と
国
文
学
』
九
〇
‐
八
、
２
０
１
３
、
三
一
頁
）
が
、
当
時
の

確
実
な
用
例
が
他
に
見
出
さ
れ
な
い
た
め
従
い
難
い
。

（
8
）　

新
間
水
緒
「
流
布
本
『
発
心
集
』
成
立
試
論
│
│
神
祇
説
話
を
手
が
か
り
と
し
て
│
│
」、
説

話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
中
世
説
話
文
学
の
世
界
』（『
説
話
論
集
』
七
）、
清
文
堂
出
版
、
１
９

９
７
、
二
〇
九
頁
。

（
9
）　

例
え
ば
新
間
水
緒
は
、
後
二
巻
の
後
人
増
補
は
巻
第
八
第
十
話
「
於w

金
峰
山q

犯p

妻
者
経p

年

為p

盲
事
」
以
降
だ
け
だ
と
い
う
説
を
唱
え
て
い
る
（「
流
布
本
『
発
心
集
』
成
立
試
論
」﹇
前
掲
﹈、

一
九
三
頁
）。

（
10
）　

簗
瀬
一
雄
「
私
聚
百
因
縁
集
出
典
考
│
│
発
心
集
と
関
係
あ
る
説
話
に
つ
い
て
│
│
」（
初
出

１
９
４
１
）、『
発
心
集
研
究
』（
前
掲
）、
一
四
七
頁
。

（
11
）　

今
日
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
『
私
聚
百
因
縁
集
』
承
応
二
年
版
に
は
正
嘉
元
年
（
１
２
５
７
）
七

月
付
の
跋
が
あ
り
、
通
説
で
は
こ
れ
を
同
書
の
成
立
時
期
と
す
る
。
し
か
し
湯
谷
祐
三
は
、
同
書

の
序
跋
本
文
や
袋
中
良
定
『
枕
中
書
』
所
引
の
『
百
因
縁
集
』
上
下
逸
文
な
ど
を
分
析
し
、
実
際

の
成
立
時
期
は
大
き
く
降
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
（「『
私
聚
百
因
縁
集
』
と
檀
王
法
林
寺
蔵

『
枕
中
書
』
に
つ
い
て
」﹇『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
八
四
、
１
９
９
９
﹈、「『
私
聚
百
因
縁
集
』

の
成
立
時
期
│
│
そ
の
法
然
門
下
に
つ
い
て
の
記
事
と
『
内
典
塵
露
章
』
及
び
『
天
台
名
目
類
聚

鈔
』
と
の
関
係
か
ら
│
│
」﹇『
愛
知
文
教
大
学
比
較
文
化
研
究
』
六
、
２
０
０
４
﹈
な
ど
参
照
）。

そ
の
た
め
、『
私
聚
百
因
縁
集
』
に
よ
っ
て
『
発
心
集
』
巻
第
四
末
の
増
補
時
期
を
推
定
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

（
12
）　
『
沙
石
集
』
の
『
発
心
集
』
継
受
に
つ
い
て
は
、
上
野
陽
子
「『
沙
石
集
』
の
『
発
心
集
』
受
容
」

（『
国
語
と
国
文
学
』
八
〇
‐
一
、
２
０
０
３
）
参
照
。
な
お
上
野
は
、
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
巻
第

七
第
廿
二
話
「
貧
窮
ヲ
追
タ
ル
事
」
の
出
典
は
『
発
心
集
』
巻
第
七
第
七
話
「
三
井
寺
僧
夢
見w

貧
報q

事
」
だ
ろ
う
か
ら
、
道
暁
が
読
ん
だ
『
発
心
集
』
は
す
で
に
後
二
巻
の
加
わ
っ
た
も
の
だ

ろ
う
と
推
測
す
る
（
三
四
頁
）。
し
か
し
、
両
話
に
直
接
の
書
承
関
係
が
あ
る
と
は
見
難
く
、『
発

心
集
』
に
後
二
巻
が
増
補
さ
れ
た
時
期
は
『
沙
石
集
』
の
成
立
以
前
だ
と
い
う
説
は
未
だ
論
証
さ

れ
て
い
な
い
。

（
13
）　

山
口
真
琴
「
異
本
発
心
集
神
明
説
話
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」、『
国
文
学
攷
』
九
二
、
１
９
８
１
、

一
三
頁
。

　

な
お
、
簗
瀬
一
雄
は
五
巻
本
と
『
私
聚
百
因
縁
集
』
で
の
順
序
か
ら
、
新
羅
明
神
説
話
と
桓
舜

僧
都
説
話
が
位
置
し
た
の
は
巻
第
四
で
な
く
巻
第
五
の
末
尾
だ
と
し
（「
私
聚
百
因
縁
集
出
典
考
」

﹇
前
掲
﹈、
一
四
八
頁
）、
新
間
水
緒
も
こ
れ
を
支
持
す
る
（「
流
布
本
『
発
心
集
』
成
立
試
論
」﹇
前

掲
﹈、
一
六
九
頁
）。
し
か
し
簗
瀬
は
そ
れ
以
前
に
、『
発
心
集
』
前
六
巻
の
偶
数
巻
末
に
後
人
増

補
が
あ
る
の
は
同
書
が
本
来
三
巻
ま
た
は
六
巻
三
冊
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
、
と
い
う
説
も
唱
え
て

お
り
（「
発
心
集
研
究
序
説
」﹇
前
掲
﹈、
三
五
頁
）、
前
後
で
矛
盾
し
て
い
る
。
ま
た
山
口
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
禅
尼
説
話
と
桓
舜
説
話
に
は
「
と
も
に
往
生
の
機
縁
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
往
生

を
遂
げ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
主
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
点
に
両
話
の
強

い
関
連
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」（
一
三
頁
）
た
め
、
二
話
は
連
続
し
て
い
た
に
違
い
な
い
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

仮
に
山
口
の
推
定
し
た
順
序
と
位
置
が
誤
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
天
台
宗
守
護
神
に
つ
い
て
の

五
話
が
後
人
増
補
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
卑
説
に
支
障
は
な
い
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
五
話
が
巻

第
四
の
末
尾
に
連
続
し
て
い
た
も
の
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。

（
14
）　

浅
見
和
彦
「
発
心
集
の
原
態
と
増
補
」、『
中
世
文
学
』
二
二
、
１
９
７
７
、
二
七
頁
。
原
田
行
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造
も
、「
日
吉
参
詣
の
僧
の
不
浄
に
ま
つ
わ
る
話
は
、
主
題
の
つ
な
が
り
が
稀
薄
で
、
後
人
の
増

補
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
た
（「
発
心
集
の
構
想
か
ら
眺
め
た
成
立
過
程
試
論
│
│
序
・

跋
と
八
巻
の
形
態
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」﹇
第
一
編
第
一
章
第
一
節
、
初
出
１
９
７
６
﹈、『
中
世
説

話
文
学
の
研
究
』
上
、
桜
楓
社
、
１
９
８
２
、
五
〇
頁
）。

（
15
）　

山
口
真
琴
「
異
本
発
心
集
神
明
説
話
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
前
掲
）、
一
二
頁
。

（
16
）　

浅
見
和
彦
は
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
巻
第
六
と
の
対
応
関
係
か
ら
、
巻
第
四
末
の
五
話
に
つ
い

て
「
日
吉
大
社
関
係
の
説
話
の
管
理
者
達
」
が
「
日
吉
山
王
関
係
の
話
を
集
め
た
、
比
較
的
少
部

の
説
話
集
（
或
い
は
説
草
）」
か
ら
採
録
し
た
の
で
な
い
か
と
推
測
し
た
（「
発
心
集
の
原
態
と
増

補
」﹇
前
掲
﹈、
二
九
〜
三
〇
頁
）。
し
か
し
、
巻
第
四
末
の
「
新
羅
大
明
神
僧
ノ
発
心
ヲ
悦
ヒ
給

フ
事
」（
五
巻
本
巻
第
三
第
六
話
）
は
日
吉
山
王
で
な
く
新
羅
明
神
に
つ
い
て
の
説
話
で
あ
り
、

山
王
関
係
の
説
話
集
に
含
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

巻
第
四
末
の
新
羅
明
神
説
話
で
は
、
山
門
が
寺
門
を
焼
き
討
ち
し
た
こ
と
に
つ
い
て
夢
告
で

「
罪
ヲ
作
ク
ル
事
ノ
悲
シ
カ
ラ
ヌ
ニ
ハ
ア
ラ
子
ド
、
濁
レ
ル
末
ノ
世
ノ
カ・

習
ヒ
ナ
レ
バ
メ
珍ヅ

ラ
シ
カ

ラ
ス
」（
七
二
ウ
）
と
擁
護
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
は
初
出
ら
し
い
「
園
城
寺
覚
基
僧
都
記
」（『
園

城
寺
伝
記
』
巻
第
四
「
新
羅
明
神
守-w

護
出
離
生
死
人q

事
」
条
所
引
逸
文
）
に
見
え
な
い
。
す
な

わ
ち
巻
第
四
末
の
新
羅
明
神
説
話
は
、
山
門
に
よ
る
焼
き
討
ち
は
重
罪
で
な
い
ど
こ
ろ
か
発
心
の

因
縁
に
な
っ
た
、
と
も
解
釈
で
き
る
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
本
論
第
五
項
で
見
る
如
く
、
同
話
の
語
彙
に
は
天
台
教
理
へ
の
浅
か
ら
ぬ
学
識
が
見
え

る
。
そ
の
た
め
巻
第
四
末
の
増
補
者
は
、
山
門
の
僧
侶
だ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
17
）　

新
間
水
緒
「
流
布
本
『
発
心
集
』
成
立
試
論
」（
前
掲
）、
一
七
三
頁
。

（
18
）　

な
お
笠
原
一
男
は
、『
拾
遺
往
生
伝
』
と
『
発
心
集
』
巻
第
四
末
を
根
拠
に
、
質
直
が
「
古
代

社
会
に
お
け
る
往
生
の
た
め
の
条
件
」
だ
っ
た
と
力
説
し
た
（『
女
人
往
生
思
想
の
系
譜
』、
吉
川

弘
文
館
、
１
９
７
５
、
一
一
一
頁
）。
し
か
し
、
質
直
を
極
め
て
重
ん
じ
た
当
時
の
事
例
は
他
に

見
出
し
難
い
た
め
、
従
い
得
な
い
。

（
19
）　

直
う
る
わ

し
い
0

0

と
い
う
漢
字
表
記
は
、
橘
忠
兼
編
『
色
葉
字
類
抄
』
黒
川
本
巻
中
辞
字
の
「
直
ウ
ル
ハ
シ

　
　
　

」

（
五
三
オ
）
に
よ
る
。
ま
た
そ
の
心
の
形
容
と
し
て
の
用
例
に
は
、『
源
氏
物
語
』
蛍
第
廿
五
帖
に

あ
る
光
源
氏
の
言
「
仏
の
い
と
う
直る
は
し
き
心
に
て
説
き
を
き
給
へ
る
御
法
も
、
方
便
と
い
ふ
事

あ
り
て
」（
四
三
九
頁
）
や
『
大
鏡
』
巻
第
二
太
政
大
臣
実
頼
条
の
「
凡
何
事
に
も
有
識
に
、
御

こ
心ゝ

ろ
う
直る

は
し
く
0

0

お
は
し
ま
す
こ
と
は
」（
八
五
頁
）、
慈
円
『
愚
管
抄
』
巻
第
五
の
「
小
松
内

府
ハ
イ
ミ
ジ
ク
心0

ウ
直ル
ハ
シ
ク
0

0

テ
」（
二
四
六
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

（
20
）　

同
話
に
つ
い
て
、
夙
に
橘
純
孝
は
「
か
な
り
教
義
臭
が
濃
厚
で
僧
家
的
口
吻
多
く
、
引
用
経
典

に
も
「
維
摩
経
」「
法
華
経
」
が
あ
り
、〔
…
〕
復
大
体
に
於
て
天
台
宗
的
で
は
あ
る
」（「
長
明
発

心
集
私
見
（
下
）」、『
国
語
と
国
文
学
』
一
二
‐
一
二
、
１
９
３
５
、
三
四
頁
）
と
述
べ
、
天
台

僧
に
よ
る
増
補
だ
ろ
う
と
疑
っ
て
い
る
。
し
か
も
、『
発
心
集
』
に
お
い
て
仏
経
の
讃
歎
引
用
は

複
数
あ
る
が
、「
円
融
ノ
妙
経
」
の
よ
う
な
経
名
の
美
称
は
こ
こ
に
し
か
な
い
。

　

ま
た
、
質
直
が
慈
悲
よ
り
も
重
要
だ
と
い
う
託
宣
の
背
後
に
、
前
田
雅
之
は
日
吉
か
ら
奈
良
へ

の
「
優
越
意
識
」（「『
神
明
説
話
集
』
│
│
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
の
場
合
│
│
」﹇
第
一
部
第
六

章
、
初
出
１
９
９
３
﹈、『
古
典
論
考
│
│
日
本
と
い
う
視
座
│
│
』、
新
典
社
、
２
０
１
４
、
一

二
〇
頁
）
を
、
高
橋
悠
介
は
「
対
抗
意
識
」（「
光
明
山
で
の
山
王
託
宣
譚
と
南
都
│
│
神
宮
文
庫

本
『
発
心
集
』
第
三
十
六
話
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」、『
文
学
』
一
一
‐
一
、
２
０
１
０
、
一
二
一
頁
）

を
そ
れ
ぞ
れ
読
み
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
巻
第
四
末
は
山
僧
に
よ
っ
て
増
補
さ

れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
21
）　

稀
有
な
先
行
研
究
と
し
て
、
入
部
正
純
は
巻
第
四
末
と
後
二
巻
に
直
し
い
心
の
思
想
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
（「「
発
心
集
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
│
│
そ
の
信
仰
態
度
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」

﹇『
文
芸
論
叢
』
三
、
１
９
７
４
、
三
五
頁
﹈、「
発
心
集
の
往
生
思
想
│
│
そ
の
基
盤
的
な
も
の

│
│
」﹇『
文
芸
論
叢
』
二
五
、
１
９
８
５
、
二
八
頁
﹈）。
た
だ
し
、
入
部
が
こ
れ
ら
を
後
人
増
補

で
な
く
蓮
胤
真
作
と
見
た
こ
と
に
は
従
い
得
な
い
。

（
22
）　

野
村
八
良
『
鎌
倉
時
代
文
学
新
論
』
増
補
、
明
治
書
院
、
１
９
２
６
（
初
版
１
９
２
２
）、
二

九
八
頁
。

（
23
）　

笹
田
（
川
内
）
教
彰
「
平
安
後
期
浄
土
教
の
一
考
察
」、『
仏
教
大
学
文
学
部
論
集
』
八
八
、
２

０
０
４
、
一
二
頁
。
ま
た
、
同
「「
厭
離
穢
土
」
考
│
│
摂
関
期
浄
土
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
│
│
」

（
伊
藤
唯
真
編
『
日
本
仏
教
の
形
成
と
展
開
』、
法
蔵
館
、
２
０
０
２
）
や
同
「
平
安
浄
土
教
の
一

考
察
│
│
発
菩
提
心
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（
高
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
会
事
務
局
編
『
浄
土
学
仏

教
学
論
叢
』
一
、
山
喜
房
仏
書
林
、
２
０
０
４
）
参
照
。

（
24
）　
「
法
滅
ノ
菩
提
心
」
の
出
典
は
、『
菩
薩
地
持
経
』
巻
第
一
に
所
謂
発
菩
提
心
四
縁
の
第
三

「
雖p

不w

聞
法a

見w

法
滅
0

0

相q

而
作w

是
念
0

0q

」（
八
九
〇
頁
）
や
、
そ
れ
を
参
照
し
た
ら
し
い
智
顗

『
摩
訶
止
観
』
巻
上
の
「
或
見w

種
種
法
滅
0

0a

〔
…
〕
而
発w

菩
提
心

0

0

0q

」。
智
顗
が
『
菩
薩
地
持
経
』

を
参
照
し
た
ら
し
い
こ
と
は
、
釈
悟
燈
「
天
台
智
顗
の
「
六
妙
門
」
の
思
想
的
源
流
」（『
天
台
学

報
』
五
五
、
２
０
１
２
）
参
照
。

　

こ
の
語
の
稀
有
な
用
例
と
し
て
、
牧
野
淳
司
が
指
摘
し
た
（「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』「
山
門
滅

亡
事
」
の
表
現
│
│
唱
導
世
界
に
お
け
る
〈
法
滅
〉
の
言
説
と
の
関
わ
り
か
ら
│
│
」、
福
田
晃
・

広
田
哲
通
編
『
唱
導
文
学
研
究
』
四
、
三
弥
井
書
店
、
２
０
０
４
、
一
四
四
頁
）
よ
う
に
、『
法

華
経
并
阿
弥
陀
経
釈
』
第
三
条
「
本
願
上
人
歎
徳
事
」
に
雲
居
寺
瞻
西
が
河
内
国
大
平
寺
の
顛
倒

破
壊
を
見
て
「
法
滅
菩
提
心
」
を
発
し
た
と
あ
る
（
四
ウ
）。
同
条
は
、
天
治
元
年
（
１
１
２
４
）

の
勝
応
弥
陀
院
供
養
か
ら
「
七
十
余
年
」
後
（
五
オ
）
に
歎
徳
し
た
安
居
院
澄
憲
の
説
草
の
一
部

ら
し
い
（
阿
部
泰
郎
「
中
世
宗
教
思
想
文
献
の
研
究
（
二
）」﹇
前
掲
﹈
参
照
）。
法
滅
の
菩
提
心

は
こ
れ
以
外
に
用
例
を
見
出
し
難
く
、
浅
見
和
彦
と
伊
東
玉
美
も
空
谷
明
応
『
常
光
国
師
語
録
』

巻
上
（
応
永
十
二
年
﹇
１
４
０
５
﹈
正
月
廿
八
日
付
）
の
「
前
仏
末
法
、
必
有i

発w

菩
提
心q

人n
謂w
之
法
滅
菩
提
心

0

0

0

0

0q

」（
一
〇
頁
）
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
（『
発
心
集
』
下
、K

A
D

O
K

AW
A

、

２
０
１
４
、
一
三
七
頁
）。

（
25
）　

新
間
水
緒
「
流
布
本
『
発
心
集
』
成
立
試
論
」（
前
掲
）、
一
八
八
頁
。

追
記本

稿
の
論
旨
に
直
接
は
関
係
し
な
い
が
、
前
稿
「『
発
心
集
』
後
人
裏
書
攙
入
説
」
で
示
し
た
卑
説



八
巻
本
『
発
心
集
』
後
二
巻
後
人
模
作
説
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に
つ
い
て
こ
こ
で
一
部
訂
正
し
た
い
。
筆
者
は
前
稿
で
、『
発
心
集
』
巻
第
六
末
の
作
者
の
最
有
力

候
補
を
如
蓮
房
禅
寂
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
前
六
巻
と
禅
寂
草
「
月
講
式
」
の
複
数
箇
所
の
類
似

を
挙
げ
た
。し
か
し
、生
前
の
蓮
胤
が
禅
寂
に
講
式
に
記
し
て
ほ
し
い
内
容
を
伝
え
た
り
、『
発
心
集
』

を
披
見
さ
せ
た
り
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
有
り
得
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
類
似
に
よ
っ
て
禅
寂
が

巻
第
六
末
の
作
者
だ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
巻
第
六
末
の
作
者
が
専
修
念
仏
者
だ
っ
た
と

す
る
卑
説
を
訂
正
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
そ
の
候
補
者
か
ら
禅
寂
を
除
外
す
る
必
要
も
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
あ
の
類
似
を
根
拠
と
し
て
禅
寂
を
最
有
力
候
補
と
し
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
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The Imitated Last Two Volumes of the Eight-Volume Version of Hosshinshū: 
Focusing on the Thoughts at the End of Volume 4

Shin’nosuke MORI

　Hosshinshū is a collection of Buddhist tales written by Ren’in (1155?-1216), who was also known as Kamo no 
Chōmei, in his last years. While the current version of the book comprises eight volumes, several researchers have 
argued that some parts of the book must have been added by others. In this article, focusing on the thoughts at the 
end of vol. 4, I will prove that vols 7 and 8 were imitated by another person.
　Vol. 4 of the eight-volume version of Hosshinshū consists of ten episodes. Comparing this with the five-volume 
version, however, reveals that vol. 4 must have had fourteen episodes at a certain point after Ren’in died. In the 
last five of the fourteen episodes, the author of them considered the pure mind to be very important and referred 
to “the bodhicitta of the Dharma’s extinction,” which is a term of the Tendai school. Being irrelevant to the rest of 
the collection, these five episodes must have been added by a monk of Enryaku-ji temple but not Ren’in.
　While the thoughts at the end of vol. 4 are different from those in the rest of Hosshinshū, these two thoughts are 
mixed in vols 7 and 8. It should be understood that someone mistakenly believed that the six volumes including 
the five episodes added to the end of vol. 4 by a monk of Enryaku-ji temple were genuinely written by Ren’in and 
imitated vols 7 and 8. After the two volumes were added, the five episodes fell away from the end of vol. 4 and 
remained in the five-volume version.


